






研究目的 

 前回われわれは新生児医療の地域化により,地域での新生児死亡は減少するが,その中心

となる NICUでの新生児死亡は増加することを報告した。その主因は極小未熟児の入院の増

加のためであり,死亡原因としては頭蓋内出血と感染症および先天性心疾患が主たるもの

であり,しかも後期新生児死亡と乳児死亡が早期新生児死亡をうわまわることを報告した。

今回はさらにそうした傾向の実態を知る目的で,われわれの施設に入院し,死亡した新生児

の死亡までの日数の年次推移,入院中に患児に加えられた医療内容がいかなるものかにつ

いて,早期新生児死亡と生後 7日以降の死亡にわけて調査検討した。 


